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研究成果概要 
東京大学宇宙線研究所付属明野観測所に設置した 3 メートル口径大気チェレンコフ望

遠鏡（右図）を、地上ガンマ線天文台将来計画等の各種 R & D で使用可能な試験台とし

て整備している。この望遠鏡（以下明野望遠鏡）は

現時点で国内唯一の大気チェレンコフ望遠鏡（TeV
（= 1012電子ボルト）領域ガンマ線由来の空気シャ

ワーから放射される大気チェレンコフ光を捕らえ

る望遠鏡）であり、国内で開発した観測装置の実地

試験を容易にすることを主な目的とする。 
明野望遠鏡で行っている R & D の一つが、本研

究代表者他が科研費で開発した低消費電力データ

収集システムである。平成 25 年度に明野望遠鏡に

導入されたこのシステムは、焦点面カメラを構成す

る 32 画素（光電子増倍管）で受信した大気チェレ

ンコフ光波形を、わずか 4 つのアナログメモリ

ASIC で高速サンプル（1 GHz）し、デジタルデー

タとして記録する。平成 28 年度にこのシステムで大気チェレンコフ光の初観測に成功し

た後、平成 29 年度には TeV ガンマ線領域の標準天体であるかに星雲の観測を実施した。

一週間程度の観測シフトを 2 回行い、合計で 10 時間弱のかに星雲の観測データと、ほぼ

同量の OFF 観測データ（バックグランド事象量を見積もるためのブランクデータ）を蓄

積した。次年度にこれらの解析を行い、かに星雲からのガンマ線信号の検出を試みる。 
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